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研究成果の概要（和文）：手術後痛や麻薬による鎮痛の個人差について研究した．注目したのは
ミューオピオイド受容体遺伝子の一塩基多型のパターンである．研究の結果，われわれは 8ヵ
所の一塩基多型の独立ではない組み合わせによって構成されるハプロタイプが麻薬の副作用，
とくに悪心嘔吐と関連することを突き止めた．この研究結果は手術前の遺伝子型の診断により，
個人差の大きい術後の悪心嘔吐を予測できる可能性がある． 
 
研究成果の概要（英文）：We studied the individual differences in postoperative pain and opioid 
sensitivity. We focused on the single nucleotide polymorphisms (SNPs) of oprm1 gene. We 
showed the associations of opioid-induced emesis with haplotypes of eight SNPs of oprm1 
gene. This new finding may contribute to prediction of the occurrence of nausea and vomiting in 
the preoperative period.  
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１．研究開始当初の背景 

手術後の患者が知覚する痛みの大きさに

は，たとえ同じ術式であったとしても大きな

個人差があり，鎮痛薬(局所麻酔薬，NSAIDs，

麻薬)の使用量や副作用出現の頻度も個々の

患者によって大きな差がある． 

麻薬(オピオイド)の投与の副作用には悪

心嘔吐，掻痒，傾眠，呼吸抑制，尿閉などが

あるが，特に悪心嘔吐はオピオイド鎮痛を用

いた手術患者で最もよく観察される副作用

である．麻酔科医は可能な限りこうした副作

用は軽減させなければならないが，用量依存

性に発症するわけではないため，その予測に

は難渋している．そのため個々の患者に対す
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